平成１９年度第１回和光市文化財保護委員会会議要録
日　時　　平成１９年　８月　７日（火）１０：００～１１：３０
場　所　　和光市中央公民館　研修室
出席者　　委員　〈委員長〉田中明　〈副委員長〉副島元子
鈴木辰彦、栁下稔、冨岡進、角皆玲恵　６名出席
　　　　　　　　　（欠席者２名　冨岡幸男、新坂信昭）

教育長　今城功　
　　　　　事務局　生涯学習課　栁下昇、高田次夫、鈴木一郎、山本龍
傍聴者　　0名
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
開会
教育長　　　　あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜委嘱式＞
事務局　　　　それでは議題にありますとおり委員長、副委員長の選出を行いたいと思います。希望や意見のある方はいますか。
鈴木委員　　　　地元の方で、長く委員をされている田中委員さんに委員長をお願いしたいと思います。
栁下委員　　　　そうですね。副委員長には文化財のボランティアをするなど積極的に勉強されている副島委員さんがよいと思います。

全員承諾

委員長　　　　　それでは次第にそって進めさせていただきます。

まずは議題２　平成１８年度の事業報告について事務局からお願いします。
事務局　　　　　資料にそって説明
委員長　　　　　何かご質問はありますか。
鈴木委員　　　　発掘調査の一部に民間会社を導入していますが、どのような利点がありましたか。
事務局　　　　　近隣の自治体でも民間の発掘調査機関を導入するという流れがあります。その場合は指導員として職員がつくかたちになります。和光市では石器の実測や発掘の調査員の派遣など、部分委託をしたことがあり、利点としましては、調査員の確保が容易になること、測量機材などが電子化されているのでより早く調査ができることです。マイナス面としては遺跡調査会がうけるより費用が高いことがあげられます。
短期間で発掘調査を終わらせたいときには費用は割高であるが民間調査会社を利用し、費用がかけられない場合は、調査期間は長くなるが市の調査を利用する方法があり、依頼者がどちらにするかの選択ができます。
　発掘全体を委託することについては、県でも現在検討している段階なので時期が早いと考えております。
副委員長　　　　啓発事業に古民家の学校見学が載っていませんが、啓発には入らないということでしょうか。
事務局　　　　　入ります。

委員長　　　　　他に何かありますか。
ないようなので、議題の３に進みたいと思います。事務局から説明をお願いします。
事務局　　　　　資料に沿って説明

鈴木委員　　　　新たに指定された文化財を今年度公開する予定はありますか。
事務局　　　　　平成２０年度に和光市指定文化財展を考えています。新指定の板碑について今後何らかの方法で公開を考えます。
鈴木委員　　　　７月１日に指定になり、タイムリーな話なので是非やってください。
副委員長　　　　そうですね。来年、指定文化財展もやって欲しいですが、今年度中に板碑の公開もしたほうがいいと思います。
委員長　　　　　委員さんからこういった希望がでておりますので、是非やってください。
それでは次の議題に進みたいと思います。事務局から説明をお願いします。

事務局　　　　　資料に沿って説明
委員長　　　　　その他ということですが、何か質問はありますか。
栁下委員　　　　１９年度の文化財の予算はいくらでしょう。

事務局　　　　　およそ２千万円です。古民家管理と発掘・文化財保護で半分ずつです。
副委員長　　　　発掘調査の件数は増えているのでしょうか。

事務局　　　　　確認調査の件数は増えております。発掘調査の件数は年２回程度と変わっていないです。

委員長　　　　他に何かありますか。ないようですのでこれで文化財保護委員会を閉会します。

閉会

